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岡山県植物防疫協会 

岡山県病害虫防除所                                 

 

タマネギべと病の防除の徹底について 

 

岡山県病害虫防除所による４月 23～24 日の巡回調査では、タマネギべと病の発生圃場率

が 57.1％（平年 18.2％）と平年より高くなっており、一部では多発生圃場がみられます。

４月 24 日発表の向こう１か月の予報では気温が高く降水量は平年並とされており、本病を

助長する条件ではありませんが、今後雨が多くなると感染が拡大する恐れがあります。圃

場をよく観察し、防除対策に万全を期してください。 

なお、農薬の使用に当たっては、タマネギの収穫前日数を考慮して農薬使用基準を遵守

し、安全・適正に使用するとともに周辺農作物等への農薬飛散防止対策をとってください。 

 

（防除上の参考事項） 

（１）タマネギは、球の肥大期頃、晩生種では４月下旬から５月に本病に対する感受性が

急速に高まり、病勢が進展する。 

（２）発病を確認した圃場では葉によく付着するように薬剤散布を行う。薬剤感受性の低

下を防ぐため、同一系統の薬剤の連用は避ける（表１参照）。 

（３）べと病の類似病害に黒点葉枯病、黒斑病があるが、べと病は多湿時には病斑上に白

色または灰白色の分生胞子を形成する（図１）のに対し、黒点葉枯病は病勢が進展す

ると病斑上に小黒粒点を密生し（図２）、黒斑病は病斑上にすすの様なかびをつくり、

病斑の上下が長く帯状に淡褐色に変色するので区別できる。 

 

 

           
 図１ タマネギべと病の病徴  図２ タマネギ黒点葉枯病の病徴 
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